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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
お
元
気
で
初
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
政
治
、
経
済
、
社
会
、
さ
ま
ざ
ま

な
変
化
の
あ
っ
た
年
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い

ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、
多
く
の
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
昨
年
１
年
間
で
４
企
業

に
倉
吉
へ
の
進
出
を
決
定
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
の
産
業
振
興
、
雇
用

の
場
の
確
保
を
図
る
上
で
大
き
な
意
義
が
あ
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
倉
吉
市
の
お
生
ま
れ
で
、
第
１
１
９

代
光
格
天
皇
の
御
生
母
で
あ
ら
れ
た
大お

お

え江
磐い

わ
し
ろ代

君ぎ
み

の
没
後
２
０
０
年
を
契
機
に
顕
彰
展
を
開
催

し
ま
し
た
。
大
勢
の
方
に
お
い
で
い
た
だ
き
、

倉
吉
の
歴
史
を
考
え
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
倉
吉
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
し
て「
く
ら
す
け
く
ん
」が
デ
ビ
ュ
ー
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆

様
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、
倉
吉
の
情

報
発
信
の
た
め
、
今
後
さ
ら
に
活
躍
の
場
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、市
制
施
行
60
周
年
に
当
た
り
ま
す
。

昭
和
28
年（
１
９
５
３
年
）、
倉
吉
町
や
上
井
町

な
ど
９
町
村
が
合
併
し
、
新
し
く「
倉
吉
市
」と

し
て
発
足
し
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る「
昭
和
の
大

合
併
」
で
す
。
そ
の
後
、
多
く
の
先
人
の
ご
努

力
に
よ
り
、
倉
吉
市
も
今
日
の
発
展
を
見
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
心
よ
り
敬
意
を
表
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
市
政
は
、
今
も
多
く

の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
、
厳
し
い
経
済
環
境
、
各
地

で
発
生
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
へ
の
対
処
、

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
い
じ
め
な
ど

の
人
権
・
教
育
問
題
へ
の
対
応
な
ど
に
当
た
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

と
り
わ
け
倉
吉
の
活
力
と
い
う
面
で
、
若
者

の
定
住
は
最
優
先
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
で
す
。
昨
年
に
引
き
続
き
企
業
誘
致

に
も
し
っ
か
り
取
り
組
み
、
雇
用
の
場
の
確
保

に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
面
で
は
、
取
り
組
み
を
し
て
き

た
防
災
行
政
無
線
の
整
備
も
進
み
、
今
年
に
は

本
格
運
用
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

災
害
は
な
い
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
い
ざ
と
い
う
時
の
備
え
は
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
様
の
安
心
安
全

の
た
め
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

倉
吉
市
と
し
て
、
発
足
し
て
今
年
で
還
暦
を

迎
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
新
し
い
ス

タ
ー
ト
の
年
と
し
て
、市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、

元
気
な
倉
吉
に
す
る
た
め
に
諸
課
題
の
解
決
に

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
素
晴
ら
し
い

年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
、
年
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※大平山から打吹山方面を望む

　石田市長と谷本議長には、今年の目標をかるたの読

み札にして持っていただきました。

年頭のごあいさつ

“元気な倉吉”へ―諸課題の解決に努力

倉吉市長

石田耕太郎
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議会
Assembly

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
日
本
の
国
内
外
と
も
政
治
経
済
に

劇
的
な
変
化
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

外
交
で
は
領
土
の
問
題
が
、
中
国
、
韓
国
、

ロ
シ
ア
と
の
間
で
大
き
な
摩
擦
を
生
じ
ま
し
た
。

特
に
尖せ

ん
か
く閣
諸
島
の
魚う

お
つ
り
し
ま

釣
島
の
国
有
化
の
問
題
で

は
中
国
で
暴
動
ま
で
起
こ
り
、日
本
車
や
デ
パ
ー

ト
、
飲
食
店
な
ど
が
暴
徒
に
襲
わ
れ
、
経
済
的

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
外
交
関

係
、
特
に
日
中
関
係
が
上
手
く
い
か
な
い
と
、

日
本
の
自
動
車
産
業
を
は
じ
め
、
多
く
の
企
業

が
想
定
外
の
被
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
事

実
、
そ
の
後
遺
症
は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
で
も
、
東
日
本
大
震
災
の

影
響
で
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
大
事
故

が
そ
の
後
の
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
り
方
や

人
間
の
生
き
方
を
大
き
く
変
え
ま
し
た
。
各
政

党
も
原
子
力
発
電
所
を
ど
う
す
る
の
か
が
、
選

挙
の
大
き
な
争
点
の
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　

貿
易
関
連
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
は
自
由
貿
易

の
世
界
で
生
き
て
い
る
私
た
ち
に
は
、
避
け
て

通
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

社
会
保
障
の
問
題
で
は
、
年
金
・
医
療
を
は

じ
め
、
今
ま
で
の
仕
組
み
が
行
き
詰
ま
っ
て
い

ま
す
。
国
債
の
発
行
残
高
も
１
，
０
０
０
兆
円

に
近
づ
き
、
将
来
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
負
担
感

は
強
く
、
世
代
間
の
不
公
平
感
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。
一
方
で
は
、
生
活
保
護
世
帯
は
ど
ん

ど
ん
増
え
て
い
ま
す
。
消
費
税
の
増
税
も
身
近

に
迫
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
内
閣
に
は
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
問

題
が
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
少
し
で
も
解
決
し

て
い
た
だ
き
、
明
る
い
明
日
に
な
る
よ
う
大
い

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
倉
吉
市
議
会
で
は
、
山
陰
新
幹
線（
高

速
鉄
道
網
）
や
看
護
大
学
の
誘
致
な
ど
全
員
一

致
で
議
会
決
議
を
し
、
今
後
、
夢
の
実
現
を
目

指
し
て
参
り
ま
す
。
議
員
定
数
も
３
名
削
減
い

た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
倉
吉
市
も
人
口
が

減
り
、
高
齢
社
会
が
ま
す
ま
す
進
み
ま
す
。
小

学
校
や
保
育
園
の
統
廃
合
も
避
け
て
通
れ
な
い

重
要
な
課
題
で
す
。
厳
し
く
険
し
い
道
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
議
会
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
度
か
ら「
議
会
だ
よ
り
」を
発
行
し
、
少
し

で
も
市
民
の
皆
様
に
身
近
な
議
会
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

明
る
い
未
来
を
信
じ
て
一
歩
一
歩
、
市
政
の

課
題
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

特
に
今
年
は
、
市
政
60
周
年
に
あ
た
り
、
羅ナ

州ジ
ュ

市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
も
20
周
年
を
迎
え
る

節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。
初
心
に
戻
り
、
明
日

の
倉
吉
市
を
一
か
ら
見
直
す
い
い
機
会
で
す
。

過
去
に
戻
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

何
を
す
べ
き
か
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
市
民

の
皆
様
と
と
も
に
真
剣
に
考
え
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
年
の
門
出
に

あ
た
り
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
幸
多
き
年

と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

New Year Greetings

明るい未来を信じて―真剣に取り組む

倉吉市議会議長

谷本修一



2013.1（4）

平成２４年倉吉市政 
 主要ニュース

が学校給食センターの調理業務を民間委託

　学校給食センターの調理業務の民間委託先については、委託先の決

定方法に公募型プロポーザル方式を採用し、５事業者から提案を受け

ました。その中から（株）東洋食品を受託事業者として選定し、契約を

締結。それに伴い、同社は、４月から事業を開始しました。

　委託した業務は、順調に実施されており、安全でおいしい学校給食

が日々提供されています。６月には、「くらすけくん」をラベルに使用

した鳥取県産すいかゼリーも登場し、子どもたちを喜ばせました。

し小・中学校の適正配置などに関する議論を開始
　倉吉市教育委員会から諮問を受け、学校・学級の適正配置について

検討を重ねてきた倉吉市学校教育審議会が、２月２１日（火）、「小・中

学校の適正配置等について」として教育長に答申を行いました。

　これを受けて、教育委員会では、４月下旬から８月中旬にかけて、

市内１４小学校区での地区説明会を、１１月には、市民シンポジウムを

開催するなどして、賛否を含めた市民の意見を広く聞く取り組みを開

始しました。

さ災害関係協定の締結
　地震や風水害などの大規模災害発生時に、迅速に、生活・救援物資
などを確保したり、自治体間での相互支援・応援を行うことができる
よう、災害に関する協定締結を、民間企業や他の自治体と進めました。

▼  （株）ポプラ…「災害時の物資供給等に関する協定」締結（１月１７日（火））

▼  千葉県松戸市…「災害時の相互応援に関する協定」締結（２月１７日（金））

▼千葉県館山市…「災害援助協定」を締結（９月２日（日））

▼  山陰都市１２市… 「山陰都市連携協議会危機事象発生時における相
互応援に関する協定」を締結（１０月２日（火））

く「くらすけくん」、名前も決まって本格始動！

　平成２３年１２月にデザインが決まった、倉吉市のイメージキャラ

クターの愛称募集には、９５９点の作品が寄せられ、福有愛さん（上大立）

による「くらすけくん」が選ばれました。

　また、７月１８日（水）には、「くらすけくん」の着ぐるみお披露目式が

執り行われ、市内保育園児によるオリジナルソングに合わせ、華々し

いデビューを飾りました。その後も、「くらすけくん」は県内外で精力

的に活動し、本市のＰＲに努めました。

す進む企業誘致
　鳥取県外の企業による、業務拡大などを目的とする本市への進出が

４件決定し、進出に係る協定書の調印式を行いました。今後、地域経

済の活性化や雇用の拡大が期待されています。

▼（有）ワールドファーム（本社：茨城県つくば市）（１月２５日（水））

▼（株）ウッドプラスチックテクノロジー（本社：東京都文京区）（７月１８日（水））

▼（株）カインズ（本社：大阪市中央区）（１１月６日（火））

▼  （株）アイ・オー・プロセス（本社：大阪市中央区）（１２月１９日（水））
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か片岡鶴太郎さんが倉吉市観光大使に
　片岡さんと倉吉市は、４月に倉吉博物館で開催され、大盛況のうち

に幕を閉じた「片岡鶴太郎展―艶
つや

葉
ば

樹
き

―」をきっかけにご縁が生まれま

した。また、片岡さんが「特に好きな花」という椿が本市の「市の木」で

あることや、同展開催中に来倉した際、歴史ある街並みや、人情の温

かさに好印象を持っていただき、観光大使の委嘱につながりました。

　石田市長は、「今後、ブログなどで倉吉をどんどんＰＲしてほしい」

とその高い著名度を生かした活動に、期待を述べていました。

り 陸上競技場がリニューアルオープン
　倉吉市営陸上競技場は、囲障、水路、観覧席を改修し、さらには、

補助競技場、駐車場を整備し、リニューアルオープンしました。

　また、２０年ぶりにトラック、フィールドなども全面改修し、日本

陸上競技連盟公認の※第三種全天候舗装陸上競技場に継続認定されま

した。※日本陸上競技連盟加盟団体などの公式対抗競技会が開催できる競技場。

　９月には、改修記念事業として「ジュニア陸上教室」が開催されまし

た。今後も中部地区の陸上競技の拠点として活用されます。

じＪＲ倉吉駅がグランドオープン

　「倉吉駅周辺まちづくり構想」に基づき、平成１３年度から実施して

きた倉吉駅周辺整備事業が完了しました。この事業では、駅北側の土

地区画整理事業などとともに、ＪＲ倉吉駅の橋上化や、これまで鉄道

により分断されていた南北をつなぐ自由通路（市道）の整備も実施さ

れ、さまざまな交流の基点となることが期待されています。

　６月１日（金）には、竣工式が執り行われ、倉吉の新しい「顔」の完成

を盛大に祝いました。

お大
お お え い わ し ろ ぎ み

江磐代君顕彰展などの特別展を開催

　９月８日（土）から１０月８日（月・祝）にかけて、本市ゆかりの日本画

家 菅楯彦を顕彰し、風俗を画題とした新たなコレクションの形成を目

的とした展覧会「第８回菅楯彦大賞展」が倉吉博物館で開催されました。

　また、１０月１３日（土）から１１月４日（日）には、「大江磐代君顕彰展」を

同館で開催。倉吉の生まれで、第１１９代光格天皇のご生母となる磐代

君の書状や光格天皇の肖像画、ゆかりの工芸品をなどを展示しました。

　両特別展には多くの市民が訪れ、鑑賞しました。

　平成２４年は、皆さんにとってどんな１年でしたか？

　本市の出来事や事業の中から、特に市政にとって主要な

ニュース１０項目をピックアップしました。

う 上灘中央交流促進事業が完了

　平成１８年度から始まった上灘中央公園周辺の整備が、「市営うわな

だ中央住宅」の竣工をもって完了し、４月３日（火）に竣工式が開催され

ました。

　この施設は、１階に子育て支援センター「おひさま」と、防災倉庫を

配置し、２階から６階までが市営住宅となっています。鳥取県内で初

めての市営住宅と福祉施設が連携した複合施設で、今後、これらを活

用した、幅広い地域活動が期待されています。


